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可
観
小
院
審
七

ひ
立
の
い
か
た
ら
ん
事
を
不
知
は
、
是
の
み
不
便
あ
り
。
此
三
女
子

を
以
て
共
.
方
へ
委
ね
置
た
り
。
只
疾
病
の
第
の
み
た
ら
4
y
・
死
生
に

預
る
の
大
事
あ
り
と
も
、
我
子
と
存
じ
養
育
す
ぺ
し
と
、
か
た
く
申

残
せ
り
。
扱
又
一
式
。
三
女
子
の
死
生
を
以
て
、
共
方
へ
委
ね
置
事
、

莫
大
の
恩
と
思
ふ
也
。
然
れ
ば
何
に
て
も
所
望
の
事
は
可
相
叶
也
、

可
申
聞
と
な
り
。
板
垣
い
ふ
は
何
の
思
酬
を
か
墜
可
申
候
ゃ
。
錐
然

命
の
辱
を
徒
に
す
ぺ
き
に
非
歩
。
某
聞
く
、
朝
鮮
は
文
締
の
固
た
り

と
。
吾
園
久
敷
戦
闘
の
地
と
た
り
て
、
文
書
散
飢
し
患
者
曹
に
乏
し
。

朝
鮮
に
て
書
籍
を
捜
ら
れ
左
ぽ
、
某
へ
賜
る
ぺ
し
ゃ
と
答
ふ
。
清
正

許
滞
せ
り
。
然
る
に
彼
土
晋
州
の
携
は
、
閣
の
東
南
に
て
、
西
北
の

冠
容
を
遜

τ、
嘗
て
文
絡
の
類
は
皆
此
城
中
に
納
ぬ
。
吾
兵
先
づ
晋
州

を
陥
れ
て
披
に
火
を
裂
し
ぬ
。
時
に
庫
倉
の
多
く
あ
る
を
見
て
清
正

怪
之
、
士
卒
を
し

τ破
り
み
せ
し
め
ぬ
れ
ば
文
庫
た
り
。
清
正
衆
を

戒
て
焚
掠
を
止
め
し
め
‘
寧
数
十
輔
に
絞
て
海
に
至
ら
し
め
、
絡
に

肥
後
州
へ
遁
致
し
て
板
垣
氏
に
授
け
ぬ
。
是
故
共
書
股
落
多
し
。
法

印
死
し
‘
共
子
も
滑
E
父
子
へ
奉
仕
す
。
然
に
共
子
罪
を
獲
て
、
家

財
を
波
入
せ
ら
る
。
孫
あ
り
て
友
関
と
綿
し
、
小
笠
原
遠
江
守
に
仕

τ、
法
印
が
血
脈
を
停
ふ
。
此
友
閑
書
籍
若
干
を
納
置
ぬ
。
共
飴
波
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入
の
寄
は
.
肥
後
侯
二
代
に
て
園
除
か
れ
し
時
、
唐
本
屋
滑
兵
衛
が

祖
父
王
芝
と
い
へ
る
も
の
、
肥
後
へ
赴
き
不
磁
買
取
て
、
京
師
及
東
都

へ
携
来
り
、
頗
る
諸
家
の
文
庫
に
入
ぬ
。
践
的
側
割
唱
の
笛

一
、
す
ん
宇
る
と
い
ふ
食
物
の
事

白
石
の
家
に
、
武
州
崎
玉
郡
の
人
を
召
使
ふ
。
畑
一
相
応
此
人
そ
の
土
俗

の
食
物
と
て
議
萄
の
時
胞
で
や
き
ぬ
る
大
豆
の
入
た
る
を
供
し
、
郷

俗
是
を
す
ん
守
る
と
申
の
皆
を
い
ふ
。
い
と
を
か
し
〈
思
ひ
居
た

り
。
或
時
宇
治
拾
遣
を
み
る
事
侍
り
し
が
、
共
内
に
借
智
澄
が
事
を

戟

τ、
右
に
類
せ
る
大
豆
の
事
あ
り
て
、
そ
れ
を
す
ん
す
か
わ
と
去

と
た
ん
あ
り
。
然
れ
ば
い
に
し
へ
よ
り
の
遣
事
に
し

τ、
共
名
は
却

て
僻
遠
の
地
に
は
、
子
今
一
式
停
へ
ぬ
。
察
=
遁
言
-
の
一
端
と
も
言
ペ
き

か
と
。
白
石
嶋
崎

一
、
夢
想
に
現
れ
し
人
丸
の
像

栗
田
の
さ
ぬ
き
の
か
み
乗
房
と
い
ふ
人
有
。
年
頃
和
歌
を
と
の
み
け

れ
ど
も
、
よ
ろ
し
き
歌
も
よ
み
い
だ
さ
ピ
り
け
れ
ば
、
心
に
つ
ね
に

人
丸
を
念
じ
貯
り
。
或
夜
の
夢
に
、
に
し
さ
か
も
と
と
訟
ぽ
ゆ
る
所

に
、
木
は
た
く
て
梅
の
花
ざ
か
り
、
雲
の
ご
と
く
ち
り
て
、
い
み
じ

く
か
う
ぼ
し
か
り
け
る
。
心
に
め
で
た
し
と
訟
も
ふ
ほ
"
と
に
、
傍
に

瀧
擁
護
蟻
量
産
義
務
縮
船
融
制
臨
I11襲
警
聖
子
由
主
主
を
時
桂
睡
眠

年
た
か
き
人
有
。
た
ほ
し
.
う
す
色
の
さ
し
ね
き
‘
紅
の
下
の
袴
宇
き

て
、
た
え
た
る
烏
絢
子
を
き
て
、
ゑ
ぽ
し
の
し
り
い
と
た
か
く
て
、

つ
ね
の
人
に
は
に
ぎ
り
け
り
。
左
の
手
に
紙
を
持
、
右
の
乎
に
繕
を

染
て
、
物
を
集
宇
る
無
色
左
り
。
あ
や
七
く
て
た
れ
人
に
か
と
訟
も

ふ
ほ
ど
に
、
此
人
い
ふ
ゃ
う
、
年
頃
人
丸
を
心
に
か
け
さ
せ
た
ま
へ

る
心
ざ
し
ふ
か
き
に
よ
り
て
、
形
を
み
え
奉
る
た
り
と
ば
か
り
い
ひ

て
、
か
き
け
す
や
う
に
う
せ
ぬ
。
夢
魔
て
朝
K
鎗
師
を
よ
び
て
、
此

有
さ
ま
を
諮
り
て
か
L
せ
け
れ
ど
も
、
に
ぎ
り
け
れ
ば
度
々
か
L
せ

て
ぞ
に
せ
た
り
け
る
。
貨
に
し
て
常
に
奔
し
け
れ
ば
、
共
し
る
し

に
や
有
け
ん
、
さ
き
ん
¥
よ
り
も
よ
ろ
し
き
歌
よ
ま
れ
け
り
。
此
事

十
訓
集
に
み
え
ぬ
と
。
去
哉
の
各
鳩
山
北
先
生
に
因
て
、
住
吉
内
磁

助
は
土
佐
が
流
に
て
、
鎗
に
巧
な
れ
ば
、
此
言
寄
の
さ
ま
に
織
か
き

そ
の
如
く
か
L
れ
け
り
。
人
丸
の

給
ふ
ぺ
し
ゃ
と
請
願
け
れ
ば
、

像
は
多
き
も
の
怠
る
に
、
常
の
給
に
は
に
る
べ
く
も
た
し
。
木
は
な

〈
て
梅
の
花
の
散
か
L
り
た
る
様
、
い
た
く
い
み
じ
く
見
え
侍
り

ぬ。一
、
改
周
助
左
衛
門
飢
心
の
刃
傷

貞
享
三
年
二
月
十
二
日
新
番
御
徒
改
悶
助
左
衛
門
御
貸
屋
で
中
間

可
親
小
蹴
容
七

紳
子
問
孫
七
見
廻
候
慮
、
助
左
衛
門
脇
刺
を
抜
き
孫
七
郎
へ
切
懸

候
。
孫
七
抑
候
蕗
‘
又
刀
を
抜
き
孫
七
が
隣
下
を
突
候
に
付
‘
叉
押

有
之
慮
、
中
間
一
色
伴
六
郎
参
合
、
刀
を
も
ぎ
取
り
候
。
助
左
衛

門
仕
形
飢
心
の
鉢
に
付
、
依
之
奥
カ
加
藤
義
左
衛
門
差
則
罷
在
候
。

十
四
日
義
左
衛
門
少
阪
有
之
内
、
助
左
衛
門
自
害
仕
候
所
抑
置
候
。

御
食
議
の
上
、
十
六
日
助
左
衛
門
は
御
扶
持
被
召
放
、
一
門
共
へ
御

預
被
成
、
孫
七
・
義
左
衛
門
は
御
構
無
之
官
、
御
馬
姻
組
頭
野
村
奥
三

兵
衛
・
新
番
頭
祷
仲
間
伊
織
・
御
横
目
河
地
八
郎
兵
衛
申
渡
之
候
。
助
左

衛
門
手
続
不
宜
、
十
九
日
相
呆
候
。

一
、
会
限
の
時
御
家
老
二
人
の
奔
翻

貞
享
五
年
四
月
廿
八
目
、
戸
岡
山
城
守
阪
を
以
て
、
御
園
許
へ
の
御

眼
被
仰
出
。
依
之
明
廿
丸
日
御
登
械
の
節
.
奥
村
伊
強
・
諮
問
玄
蒋

雨
人
共
可
被
召
連
候
由
、
山
城
守
殿
被
仰
渡
候
回
u.
雨
入
へ
御
直
被

仰
渡
候
。
前
々
占
有
御
限
の
刻
、
御
家
老
一
人
罪
謁
被
仰
付
候
所
、
此

時
よ
り
雨
入
拝
謁
也
。
欄
崎
矧
一
初
鳩
山
悼

一
、
い
ら
わ
た
と
い
ふ
木
皮

賀
州
尾
添
・
中
宮
の
濯
に
、
い
ら
わ
た
と
云
木
皮
あ
り
。
い
ら
た
と
も

い
ふ
。
但
廊
な
ど
の
様
に
、
皮
を
排
へ
置
た
る
を
い
ら
た
と
云
.
綿
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